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11.1 プログラムについて
本機には次のようなプログラムがインストールされています。

アイコン 説明

メール：電子メールの送受信ができます。

予定表：カレンダーにスケジュールを登録します。

連絡先：友人や知人の氏名、電話番号、勤務先、住所などを登録します。

Internet Explorer：Web サイトを閲覧したり、プログラムやファイルを
インターネットからダウンロードできます。

仕事：仕事の進捗などを管理できます。

Windows Media：ビデオやオーディオファイルを再生します。

Office Mobile：モバイル向けの Microsoft Office アプリケーションです。

Excel Mobile：Microsoft Excelワークブックの表示、編集がで
きます。

OneNote Mobile：Microsoft OneNoteファイルを新規作成、
表示、編集できます。

PowerPoint Mobile：Microsoft PowerPoint のスライドやプ
レゼンテーションを表示できます。

Word Mobile：Microsoft Wordドキュメントを表示、編集でき
ます。

通話履歴：不在着信や発着信履歴を確認できます。

ゲーム：Bubble Breaker とソリティアの2種類のゲームがあります。

ボイスメモ：音声を録音します。着信音として設定もできます。

画像とビデオ：本機やmicroSDカードに保存されている写真、アニメーショ
ン GIF、ビデオファイルなどを表示および管理します。

お使いになる前に：本機の基本的な機能や設定の概要を確認できます。
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アクセサリ

SIM マネージャ：EM chip（USIMカード）に保存されている連
絡先を管理します。また、EM chipに保存されているデータを本機
の連絡先にコピーすることもできます。

ストレージをクリア：メモリからすべてのデータとファイルを消去
し、本機を工場出荷時の初期設定に戻します。

タスクマネージャ：終了ボタンでプログラムを終了するか、または
プログラム画面を非表示にするかを設定します。詳しくは「12.7
タスクマネージャ」（P.252）をご覧ください。

電卓：加算、減算、乗算、除算などの基本的な計算ができます。

インターネット共有：本機からのインターネット接続を、他のPCなどから
利用します。

ActiveSync：本機と PC または Exchange Server の間で情報の同期が
できます。

Messenger：モバイル版の Windows Live Messenger を利用できます。

Windows Live：MicrosoftのWindows Liveサービス（メール、メッセ
ンジャー、スペース、サーチ）を利用できます。

Adobe Reader LE：PDFファイルを閲覧することができます。

Bluetooth Explorer：ファイル共有が可能な他の Bluetooth デバイスを
検索し、Bluetooth 共有フォルダにアクセスすることができます。

Comm Manager：電話機能のオン/オフの切り替え、データ接続の管理な
どを行うことができます。

EMnetメール：SMS／EMnetメールの送受信ができます。

NAVITIME：目的地までの経路を検索することができます。

エクスプローラ：本機のファイルを整理し、管理します。

オーディオブースター：音楽再生時のサウンド設定を調節します。

オーディオプレーヤー：音楽を再生します。

アイコン 説明
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アイコン 説明

カメラ：写真を撮影したり、音声付きビデオを撮影したりできます。

カメラアルバム：写真やビデオを表示します。

クイックメモ：手軽なメモ入力ツールです。入力したメモはメール送信もで
きます。

スピードダイヤル：スピードダイヤルに登録している連絡先一覧を確認でき
ます。

ビデオ レコーダ：音声付きビデオを撮影します。

時計とアラーム：現在の日時やアラームを設定します。
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11.2 Microsoft Office Mobile
Office Mobileでは、以下の4つのアプリケーションを使用して、PCで作成した
Microsoft文書を編集、閲覧することができます。
●Word Mobile は Microsoft Word の簡易バージョンです。PC で作成した
Word ドキュメントやテキストを本機で開くことができます。また、ファイル
の内容を編集し保存することができます。

●Excel Mobile を使うと、PC で作成した Excel ワークブックやテンプレー
トを開くことができます。また、ファイルの内容を編集し保存することができ
ます。

●PowerPoint Mobile では、PCで作成したpptおよびpps形式のスライド
ショープレゼンテーションを実行することができます（編集は行えません）。

●OneNote Mobile では、PCで作成したOneNoteファイルを開いたり、
OneNoteファイルを新規に作成することができます。また、ファイルの内容
を編集し保存することができます。

Office Mobile アプリケーションを起動する
[スタート] > [Office Mobile] を選択し、起動するOffice Mobile アプリケー
ションを選択します。

注意
･ Word Mobile は Microsoft Word のすべての機能に対応しているわけではあり
ません。変更履歴やパスワード保護などはご利用になれません。ドキュメントを
本機で保存すると、一部のデータや形式が失われることがあります。Word
Mobile で対応している機能を確認するには、本機のヘルプをご覧ください。
･ Excel Mobile は関数やセルコメントなど、一部の機能に対応していません。ワー
クブックを本機で保存すると、一部のデータや形式が失われることがあります。
Excel Mobile で対応している機能を確認するには、本機のヘルプをご覧ください。
･ OneNote Mobileは、パソコン用Microsoft OneNoteとは一部の機能が異なる
ため、パソコン上での表示と異なる場合があります。また、ファイルを保存した
ときに一部のデータや書式が失われる場合があります。
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11.3 Adobe Reader LEを使う
Adobe Reader LE を使うと、PDF ファイルを表示することができます。

Adobe Reader LE を起動する／ファイルを開く
1. [スタート] > [Adobe Reader LE] を選択します。

最近開いたファイル一覧が表示されます。
初めてAdobe Reader LEを起動したときは、マイデバイス配下のフォルダやファ
イルが一覧表示されます。

2. ファイルを選択します。
･ 最近開いたファイル一覧にファイルが表示されない場合は、[ 参照 ]を押してマ
イデバイスからファイルを選択してください。

PDF ファイルを操作する
PDF ファイルでは次のような操作ができます。
●ナビゲーションコントロールの上、下、左、右ボタンを押すと、ページを上下
に移動したり、ページ内をスクロールしたりできます。

● [ツール] > [移動] を選択すると、特定のページへ直接移動することができま
す。

PDF ファイルで文字を検索する
1. PDF ファイルを開きます。
2. [ツール] > [検索] > [文字列] を選択します。
3. 検索する文字を入力します。
4. 大文字・小文字を区別する、単語全体、後方検索など、検索条件を選択

し、[検索] を押します。
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Adobe Reader LE を終了する
[メニュー ] > [終了] を選択します。

ヒント
･ Adobe Reader LE では ブックマークを含む PDF ファイルのためにブック
マークウィンドウが表示されます。ブックマークを選択すると、ファイル内の特
定部分やページにジャンプすることができます。
･ Adobe Reader LE は最大128ビット暗号までのパスワード保護されたPDF に
対応しています。パスワードにより保護された PDF ファイルを開くと、まずパ
スワードを入力するよう要求されます。
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11.4 ファイルをコピー /管理する
本機に登録されている画像、動画、音楽などのファイルは、エクスプローラを使っ
て管理します。本機をPCに接続すれば、PCのエクスプローラを使ってファイル
管理することもできます。

エクスプローラを使う
本機のルートフォルダは「マイ デバイス」となり、PCの「マイ コンピュータ」
と同様に「My Documents」、「Program Files」、「Temp」、「メモリカード」お
よび「Windows」 フォルダなどを含んでいます。

エクスプローラを起動する
1. [スタート] > [エクスプローラ]を選択します。
2. 開きたいフォルダまたはファイルを選択します。
3. 上の階層に戻るには、[上へ]を押してフォルダを選択します。
4. ファイルの削除、名前の変更、コピーなどをすばやく行うには、ファイ

ルを選んで[メニュー ] > [編集]を選択し、項目を選択します。

microSDカードにファイルをコピーする
1. 本機にmicroSDカードが正しく挿入されていることを確認してください。
2. [スタート] > [エクスプローラ] を選択し、目的のフォルダへ移動します。
3. コピーするファイルを選んで、[メニュー ] > [編集] > [コピー ] を選

択します。

4. [上へ]を押し、[メモリカード] を選択します。
5. [メニュー ] > [編集] > [貼り付け] を選択します。

ヒント
･ ファイルまたはメモの一覧では、microSD カードに保存されたファイルの隣に

記号が表示されます。
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本機に接続したPCからファイルを管理する
Windows MobileデバイスセンターやActiveSyncでPCと接続すると、PCのエ
クスプローラを使って本機に登録されているファイル（画像、動画、音楽など）を
コピーしたり、PCのファイルを本機にコピーしたりできます。

1. 本機を PC に接続します。
2. PC の Windows Mobileデバイスセンターで [ファイル管理] > [デバ

イスのコンテンツの参照] をクリックするか、ActiveSync で [エクス
プローラ] をクリックします。
本機のファイル／フォルダがPCのエクスプローラに表示されます。

3. PC のエクスプローラで、フォルダ／ファイルの選択やコピーの操作を
行います。
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11.5 ZIP を使う
ZIP 形式に圧縮されたファイルを展開することができます。

ZIPファイルを開く
ZIP ファイルを開き、ファイルを展開する
1. [スタート] > [エクスプローラ] を選択します。
2. ファイルを選択し、[開く]を押します。

3. ZIP ファイルに含まれるファイルが表示されます。以下のいずれかの方
法でファイルを選択します。
･ ファイルを選択します。
･ すべてのファイルを選択するには、[メニュー ] > [すべて展開] を選択します。

4. ファイル名を入力してファイルを展開する場所を選択し、[保存] を押し
ます。

注意
･ 複数の ZIP ファイルを同時に選択することはできません。
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11.6 ボイス短縮ダイヤルを使う
音声によりダイヤルしたり、アプリケーションを実行したりするために、ボイス
タグを録音しておくことができます。

電話番号のボイスタグを作成する
1. [連絡先] を押し、連絡先一覧を表示します。
2. 連絡先を選択してボイスタグを作成する電話番号を選び、[メニュー] >

[ボイスタグの追加] を選択します。

3. クリック音の後、任意のボイスタグを録音します。
4. 録音を終えると、ボイスタグが再生されます。[OK]を押します。
5. ボイスタグの名前を入力し、[完了]を押します。

･ [ キーパッドの割り当て ]でダイヤルキーを割り当てると、選択した電話番号を
スピードダイヤルに登録できます。
･ [ボイス タグの再生]を選択すると、ボイスタグを再生できます。
･ ボイスタグを削除するには、[メニュー ] > [ボイスタグの削除]を選択します。

ヒント
･ 音声認識の精度を上げるため、静かな場所で録音を行ってください。
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プログラムのボイスタグを作成する
1. [スタート] を選択します。
2. プログラムを選んで、[メニュー ] > [スピードダイヤルの追加] > [ボ

イス タグの追加] を選択します。プログラムに対してボイスタグを作成
する方法は、電話番号に対するときと同じです。

3. プログラムのボイスタグを作成すると、ボイスタグを使って簡単にプロ
グラムを起動できます。

ボイスタグを使った音声発信やプログラム起動
1. 通話ボタンを長押しします。
2. 発信音の後、電話番号またはプログラムに割り当てたボイスタグを発声

します。システムがボイスタグを再生し、該当する番号に発信、または
該当するプログラムを起動します。

注意
･ ボイスタグがうまく認識されない場合は、ボイスタグが認識されやすいように
はっきり発音したり、周囲の雑音が少なくなるよう工夫して、もう一度録音して
ください。



223

11

ア
プ
リ
ケ
｜
シ
ョ
ン
と
デ
｜
タ
管
理

11.7 Comm Manager を使う
Comm Manager では、電話機能のオン/オフを切り替えたり、データ接続を管
理することができます。
Comm Manager を開く
● [スタート] > [Comm Manager] を選択します。

1 フライトモードのオン/オフを切り替えます。フライトモードをオンにすると、電
話、Bluetooth機能、ワイヤレスLANがオフになります。

2 電話機能のオン/オフを切り替えます。着信音やその他の設定を行うには、[スター
ト] > [設定] > [電話] を選択します。電話設定の詳細は、「12.3 電話の設定と
サービスをカスタマイズする」（P.243）をご覧ください。

3 Bluetoothのオン/オフを切り替えます。本機の Bluetoothを設定するには、[
スタート] > [設定] > [接続] > [Bluetooth] を選択します。詳しくは「9.1
Bluetoothのモード」（P.170）をご覧ください。

4 ワイヤレスLAN のオン/オフを切り替えます。本機のワイヤレスLANを設定した
り、接続状態を確認するには、[スタート] > [設定] > [接続] > [ワイヤレス
LAN] を選択します。

5 ダイレクトプッシュ機能のオン/オフを切り替えます。ダイレクトプッシュ機能
は、Microsoft Exchange Serverと連携して使用する場合にのみオン／オフ可
能です。

6 有効なデータサービスを切断します。Comm Manager では、データサービスに
再接続できません。

1

2

3

4

5

6
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11.8 NAVITIME
NAVITIMEは目的地への最適な経路を検索し、出発から到着までをナビゲーショ
ンしてくれるサービスです。

会員登録する
●NAVITIMEをご利用になるには、EMnetへの加入が必要です。
●会員登録は月額課金契約への登録となります。地図検索や乗換検索などの一部
機能は、会員登録をしなくてもご利用になれます。

1. [スタート] > [NAVITIME]を選択します。
初めてNAVITIMEを起動した場合は、通信を行うかどうかの確認画面が表示され
ます。[はい(次回以降も同様)]を選択すると、次回から確認画面は表示されなく
なります。

2. [登録／インフォメーション] > [会員登録／解除]を選択します。
会員登録／解除画面が表示されます。
以降は、画面の指示に従って操作してください。

NAVITIMEを利用する
NAVITIMEは目的地までの経路検索や現在地、周辺などの地図検索、乗り換え案
内など、さまざまな情報を検索することができます。
●NAVITIME の詳細については、NAVITIME のヘルプを参照してください。

1. [スタート] > [NAVITIME]を選択します。
2. 情報を検索します。

カテゴリを選択し、目的のメニューを選択します。
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カテゴリを選択すると、画面右下に概要が表示されます。

･ 操作中にNAVITIMEのトップメニュー画面に戻る場合は、[トップへ]を押します。

ヒント
･ 市販のGPS受信機を利用する場合は、トップメニューで[GPS設定]を押し、
[GPSを使用する]にチェックを入れます。
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11.9 その他

Bubble Breaker
となり合っている同色のバブル（シャボン玉）を消していくゲームです。一度に
多くの同色バブルを消すと、高い得点になります。

1. [スタート] > [ゲーム] > [Bubble Breaker]を選択します。

2. 消すバブルを選んでEnterボタンを押します。
消せるバブルが線で囲まれ、得られる得点が表示されます。

3. もう一度Enterボタンを押します。
バブルが消え、得点が加算されます。
同様の操作を繰り返し、消せるバブルがなくなると終了です。
･ 新しくゲームを始める場合は、[新しいゲーム]を選択します。
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ソリティア
山札と場札のカードすべてを使い切って、組札に積み重ねるゲームです。
●ルールは以下のとおりです。
･組札には1からKまでの同じ種類のカードを、小さい順に積み重ねることが
できます。
･場札には、大きい順に赤・黒のカードを交互に積み重ねることができます。
･すべてのカードを組札に積み重ねることができたら、ゲームクリアです。
･移動できるカードがなくなるとゲームオーバーです。

1. [スタート] > [ゲーム] > [ソリティア]を選択します。
2. [カードをめくる]を押して山札をめくります。

3. 移動するカードの位置番号に対応するダイヤルキーを押します。
4. 移動先の位置番号に対応するダイヤルキーを押します。

同様の操作を繰り返します。
･ 新しいゲームを開始する場合は、[メニュー ] > [新しいゲーム]を選択します。

山札 組札

場札
位置番号
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